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令和６年度 名古屋市教育研究員研究計画書 ７番 

よりよい社会の実現を目指す子どもが育つ社会科学習 

 

 

 

名古屋市立植田南小学校教諭  岡 沙 織 

 

 

Ⅰ 研究のねらい 

  現代社会は、経済のグローバル化やＩＣＴ技術の進展などを背景に、これまでの枠組みを超えて、事業

や人と組織の関係性、資源などが複雑に絡み合っている。また、社会における課題も多様化しており、従

来の考え方や方法では、解決できないことが増え、先々までの見通しをもつことは、今後更に難しくなっ

てくると考える。学習指導要領の改訂の経緯にも、「このような時代にあって、学校教育には、子どもた

ちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知

識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の

中で目的を再構築することができるようにすることが求められている。」との記述がある。今後更に、困

難さを増していくと思われる社会を生き抜いていくために、子どもたちは、社会の課題がもたらす影響や

現状の取組を複数の視点から捉えた上で、他者と協働しながら、よりよい社会の実現を目指すための考え

を構築していかなければならない。ここでいう「よりよい社会の実現」とは、ＳＤＧｓの理念にもあるよ

うに、これからの未来を見据えた持続可能な社会、多様な他者と協働して解決していく共生社会の実現を

目指すことである。 

筑波大学教授の唐木清志氏は、著書の中で、「社会のしくみを理解させるために問題解決的な学習が役

立てられるほかに、将来子どもがそのような課題に直面した時に、課題の解決に積極的に関与し、望まし

い社会づくりに貢献できるようになることを念頭に置いて授業は構成されなければならない。子どもの社

会参画を見据えた社会科授業づくりが必要とされている。」としている。そこで私は、社会の課題がもた

らす影響や現状の取組を複数の視点から捉えた後、課題の解決方法を他者と協働して考える活動を通して

よりよい社会の実現を目指す子どもを育てたいと考えた。 

 

Ⅱ 研究の方法 
 １ 研究の対象 名古屋市立植田南小学校 第５学年 29人 

 ２ 基本的な考え 

   社会の課題がもたらす影響を複数の視点から捉

えるために、出合う段階で、学級全体で捉えた課

題を基に、その課題がもたらす影響とＳＤＧｓの

目標（社会の課題の解決に取り組むための視点）

とを結び付けて、「ＳＤＧｓ課題シート」にまと

める活動を取り入れる【資料１】。その後、調べ

る段階で、産業に関わる人々の、社会の課題に対

する取組とＳＤＧｓの目標とを結び付ける活動を

取り入れる。ＳＤＧｓは目標の相互関連と新しい

未来像の構築を目指すという特徴がある。よって、この活動を取り入れることで、産業に関わる人々の

取組が何を目的として行われているのかを整理し、社会の課題に対する取組を複数の視点から捉えるこ

【資料１ ＳＤＧｓ課題シート】 
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とにつながると考える。さらに、ＳＤＧｓの目標を視点として、持続可能な産業のために、今後力を入

れて取り組むべきことを話し合う活動を取り入れる。その際、考えた取組のメリットやデメリットにつ

いて意見を出し合いながら、よりよい社会の解決策を話し合うようにする。そうすることで、他者と協

働しながら、よりよい社会の課題の解決策を考えることにつながると考える。 

  (1) 「ＳＤＧｓ取組シート」の活用 

        調べる段階で、「現状の社会の課題に

対する取組」「取組の利点」「取組と関

係のあるＳＤＧｓの目標」を、１枚のシ

ート（ＳＤＧｓ取組シート）にまとめる

活動を取り入れる。そうすることで、調

べた取組が、「産業の技術革新を目的と

して行われている」「よりよいまちづく

りのために行われている」などといった

ＳＤＧｓの目標を視点として整理され、

社会の課題に対する取組を複数の視点か

ら捉えられるようにする【資料２】。 

  (2) 複数の立場を意識した「未来解決会議」の設定 

    考える段階で、ＳＤＧｓが達成年限としている2030年までに、その産業において、力を入れて取り

組むべきことを選択させる。さらに、その取組を改善したり、より効果の高い取組になるように内容

を付け足したりして、その後の2030年以降に取り組むべきことを考え、よりよい課題の解決策につい

て話し合う活動を取り入れる。 

    まず、調べて分かったことを基にして、2030年までに力を入れるべきと考える、ＳＤＧｓの目標と

その目標と関連する、社会の課

題に対する取組を選ばせる。そ

の後、選んだ取組を基にして、

さらに、2030年以降に取り組む

べきことを考えさせる。そして

その取組がもたらす利点（メリ

ット）や、その取組を行うと困

ることや問題点（デメリット）

をまとめさせていく。その後、

取組を選んでいる子ども同士で

メリットについて意見交流をし

て、自分の提案に他者の意見を

付け足したり、よりよい解決策

になるように書き換えたりする

活動を取り入れる。さらに、違

う取組を選んだ子どもとも、デメリットについて意見交流する時間を設け、自分の提案に付け足した

り、修正したりしながら、よりよい解決策をまとめていくようにする。また、外部人材を交えた話し

合い活動も取り入れ、修正すべきことを指摘してもらい、自分の考えを見直すことで、現実と乖離し

た考えで終わらないようにする【資料３】。そうすることで、他者と協働しながら、よりよい社会の

課題に対する取組を考えることにつながると考える。 

【資料３ 未来解決会議で使用するシート】 

【資料２ ＳＤＧｓ取組シー

ト】 

【資料２ ＳＤＧｓ取組シート】 
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 ３ 「米づくりのさかんな地域」「わたしたちの生活と森林」における学習展開 

単元 「米づくりのさかんな地域」（９時間） 「わたしたちの生活と森林」（９時間） 

目
標 

 我が国の米の生産や、米づくりに関わる人々

の課題に対する取組について、生産の工程、

人々の協力関係、技術の向上などに着目して、

資料を活用して調べ、まとめることで、米づく

りに関わる人々の工夫や努力を捉えることがで

きる。また、その働きとＳＤＧｓの目標を結び

付ける活動を通して、これからの米づくりや農

業の発展について考え、表現することができる

ようにする。 

 我が国の森林資源の働きや森林の現状、森林

資源の育成や保護に従事している人々の課題に

対する取組などについて資料を活用して調べ、

まとめることで、森林資源の育成や保護に従事

している人々の工夫や努力を捉えることができ

る。また、その働きとＳＤＧｓの目標を結び付

ける活動を通して、これからの森林保全や林業

の発展について考え、表現することができるよ

うにする。 

段階  主な学習活動 

出
合
う 

① 資料を基に、日本の米づくりの特徴や課題

やＳＤＧｓの目標と結び付け、「ＳＤＧｓ課

題シート」にまとめる。 

② 愛知県内の米農家Ｈさんの話を基に、学習

問題を設定する。 

 

 

 

“農地を守り、未来につなぐ”ための取組

を予想して、学習計画を立てる。 

① 資料を基に、森林の働きや森林の現状、課

題と、ＳＤＧｓの目標と結び付けて、「ＳＤ

Ｇｓ課題シート」にまとめる。 

② 森林保護に携わるⅯさんの話を基に、学習

問題を設定する。 

 

 

 

“森林を守り、未来につなぐ”ための取組

を予想して、学習計画を立てる。 

調
べ
る 

③④⑤ 学習計画を基にして、本時で調べる問

いを明らかにしながら、調べ学習を進める。 

③④⑤ 学習計画を基にして、本時で調べる問

いを明らかにしながら、調べ学習を進める。 

ま
と
め
る 

⑥ 調べる段階で分かった、米づくりに関わる

人々の取組が、ＳＤＧｓの目標の何番と結び

付けられるのかを考え、「ＳＤＧｓ取組シー

ト」にまとめる。 

 

 

 

 「ＳＤＧｓ取組シート」を基に、学習問題に

ついてまとめる。     【検証場面１】 

⑥ 調べる段階で分かった森林の保護や林業に

関わる人々の取組が、ＳＤＧｓの目標の何番

と結び付けられるのかを考え、「ＳＤＧｓ取

組シート」にまとめる。 

 

 

 

 「ＳＤＧｓ取組シート」を基に、学習問題に

ついてまとめる。     【検証場面１】 

考
え
る 

⑦ 米に関わる産業の未来について考え、学習

問題②を設定する。 

 

 

 

 力を入れて取り組むべきことや、その取組

のメリット・デメリットを考えてまとめる。 

⑧ 社会の課題に対して、同じ取組を考えてい

る子ども同士や、違う取組を考えている子ど

もと共に、メリットやデメリットについて話

し合う「子ども未来解決会議」を行う。 

⑨ 米づくりに関わる人を交えて、「社会未来

解決会議」を行い、学習問題②について、自

分の考えをまとめる。   【検証場面２】 

⑦ 森林に関わる産業の未来について考え、学

習問題②を設定する。 

 

 

 

 力を入れて取り組むべきことや、その取組

のメリット・デメリットを考えてまとめる。 

⑧ 社会の課題に対して、同じ取組を考えてい

る子ども同士や、違う取組を考えている子ど

もと共に、メリットやデメリットについて話

し合う「子ども未来解決会議」を行う。 

⑨ 林業に携わる人を交えて、「社会未来解決

会議」を行う。学習問題②について、自分の

考えをまとめる。     【検証場面２】 

学習問題①：“農地を守り、未来につなぐ”た

めに、どのような取組をしているのだろう。 

学習問題②：米農家の未来を守るために、

誰が何に力を入れるべきだろう。 

学習問題②：森林の未来を守るために、誰が

何に力を入れるべきだろう。 

学習問題①：“森林を守り、未来につなぐ”た

めに、どのような取組をしているのだろう。 

関連するＳＤＧｓの目標（視点） 

目標３、４、８、９、11、12、15、17 

 

関連するＳＤＧｓの目標（視点） 

目標２、３、４、８、９、11、12、17 
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 ４ 児童の実態調査 

単元「低い土地のくらし」の「まとめる段階」において、社会の課題に対する取組とＳＤＧｓの目標

とを結び付けて、社会の課題に対する取組を複数の視点から捉えることができているか、学習問題①に

対するまとめの記述から調査する。また、単元の終末において、子ども同士の意見交流や外部人材との

話し合い活動を生かしながら、社会の課題の解決策を考えることができているかを質問紙法と、学習問

題②のまとめの記述から調査する。 

 ５ 授業研究を通して明らかにしたいこと 

(1) 「調べる段階」において、「ＳＤＧｓ取組シート」を活用して、「現状の課題に対する取組」「取

組の利点」「取組と関係のあるＳＤＧｓの目標」とを結び付けてまとめる活動を取り入れることは、

社会の課題に対する取組を複数の視点から捉える上で有効か、学習問題①に対する記述内容からつか

む。 

(2) 「考える段階」において、未来目標の達成のために、「未来解決会議」を行うことは、子ども同士

の意見交流や外部人材との話合い活動を生かしながら、よりよい社会の課題を解決する取組を考える

上で有効か、学習問題②に対する記述内容からつかむ。 

 

Ⅲ 年間の研究計画 

月 研究・調査・授業研究等 

４ 

５ 

〇 研究主題の基本的な考え方を基に研究の方向性を定め、研究計画書を作成する。 

〇 実態調査を行う。 

〇 第１次授業研究の授業計画書を作成し、検討する。 

〇 長期研修の日程を作成する。 

６ ○ 第１次授業研究実践単元「米づくりのさかんな地域」 

【検証点１】 「調べる段階」において、「ＳＤＧｓ取組シート」を活用して、現状の課題に対する

取組、取組の利点、取組と関係のあるＳＤＧｓの目標を、結び付けてまとめる活動を取

り入れることは、社会の課題の解決に対する取組を、複数の視点から捉える上で有効

か、学習問題①に対する記述内容からつかむ。 

【検証点２】 「考える段階」において、「未来解決会議」を行うことは、よりよい社会の実現に向

けて、子ども同士の意見交流や外部人材との話合い活動を生かしながら、社会の課題を

解決する取組を考える上で有効か、学習問題②に対する記述内容からつかむ。 

７ ○ 第１次授業研究を分析し、基本的な考えを修正する。 

○ 中間のまとめを作成し、今後の研究の方向性を明らかにする。 

８ 〇 長期研修（Ａ日程）研究先進校や先進研究者を訪問し、研究を深める。 

 

  

 

 

〇 第２次授業研究の授業計画書を作成し、検討する。 

９ 

10 

○ 第２次授業研究実践単元「わたしたちの生活と森林」 

長期研修で学んだことを基に授業改善し、【検証点１】【検証点２】を検証する。 

11 

12 

○ 第１・２次授業研究の成果や課題、長期研修の成果や今後の研究の課題などを明らかにし、最終

のまとめを作成する。 

１ 

２ 

３ 

○ 「よりよい社会の実現を目指す子どもが育つ社会科学習」について、１年間の成果や課題をまと

め、発表する。 

○ １年間の研究を反省し、今後の研究の方向付けをする。 

参考・引用文献 唐木清志『社会科の「問題解決的な学習」とは何か』東洋館出版社(2023) 

・筑波大学 教授 唐木清志氏    ・世田谷区立代沢小学校 指導教諭 横田富信氏  

・広島修道大学 教授 永田成文氏  ・愛媛大学 准教授 井上昌善氏    

・大分大学 准教授 河野晋也氏 

 


